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伝統を守る⑧

みその仕込み

大豆、麹、塩
丹念に練る

梅の花もほころび、暖かな目ざし

がまぶしい4月4目、大白木 ・西区

の中村一男きん宅で恒例のみその仕

込みが行われました。この作業は農

家の主婦が受け持ち、隣近所で互い

に助け合います。奥さんの綾江さん

(62歳 ・写真中央)が段取りを済ま

せたあと、近くの満木広子さん (71

歳 ・同右)、柄沢酉子さん(65歳・同

左)が加わり、炊いてひいた大豆に

塩とdを丹念に混ぜ合わせます。「こ
の練1)がよくないと、味がよくなら

ないわねエ」と柄沢さん。

途中、 豆の煮汁(アメ)を入れて、

さらによく練り込み、空気を抜くた

め20γほどのだんごにして、ペッタ

ン、ペッタンと下にたたきつけてい

きます=写真=。これを請に入れて

仕込みが完成。同時にみそ漬け用の

ごぽうゃなすなども漬け込んでいき

ます。土用が過ぎ、10、11月ごろには

食べられるようになります。

「これは一つのお祭りみたいなも

の。終わると一安心」と中村さん。

今はやり手が少なくなってきていま

すが、一昔前まではおおぜいでやり 、

一家で2斗以上も仕込んだそうです。

「確かにわしらでもしんのでなァー」

と満木さんの言葉が印象的で為した。

〈再生紙を使用しています〉

市政トピックス
シリーズ・ごみを減らそう⑩
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...関係者などに続いて多くの市民らが渡り初めを行った

3月25日、上田駅前広場南北連絡通路がオープン、

完成式が同駅南n広場でる行われました。式では、関係

者はじめ、 南部保育問児による渡1)初めなどが行われ、

多くの人たちが訪れました。現夜、雨11}よ埼は、暫定の

ミニロータリ ーと国:輸場が整備されています。

含上田駅南口ロータリーでの開通祝賀会

上回交通駐車場

南口
駅前広場

よ回交通
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品建設!こまた一歩前進~新幹線蹴打~

北
陸
新
幹
総
軽
井
沢

・
長
野

間
建
設
工
事
で
、
三
月
二
十
五

日
、
上
田
市
用
地
幅
杭
打
式
が

常
国

一
丁
目
地
籍
で
行
わ
れ
ま

し
た
。
昨
年
八
月
に
腕
井
沢

・

長
野
間
の
工
業
築
地
計
画
が
認

可
さ
れ
て
か
ら
、
地
元
説
明
会
、

中
心
線
測
量
、
用
地
測
量
、
設

計
協
議
な
ど
を
経
て
、
こ
の
用

地
幅
杭
打
ち
に
至
り
ま
し
た
。

今
後
は
主
に
、
用
地
の
取
得
や

物
件
の
補
償
に
つ
い
て
の
交
渉

を
行
っ
て
い
く
予
定
で
苛
。
-h 

一流
吋

...上国風潮の杭...鈴け声とともに杭打ちを行う永野市長
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d日
引
い
屋
内
で
/

ー
室
内
多
目
的
運
動
場
が
完
成

l

ゲは下
|木之四
ト造 ~II 月
ボ平の二
|屋現日
ル建地
コてで室
lで行内
ト、わ多
がテれ目
ニニま的

る利者大工材千建に面スし運
施用のき芝質八設利のコた動
設しかな」が百費用ほ| 。場
でてた特で「万はでかトこの
すいに徴あ砂円約き、がの完
。たも。 る入 。ーま.多二運成
だ多高め 1)床億す目面動式
け〈齢が人の八。的、場が

吟
完
成
式
で
は
、
テ
ニ
ス
の
試
し
打
ち
も

吟
コ

l
卜
は
砂
入
り
人
工
芝
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市の動き

国道143号線

上回交通

Jl~ i高線

施設使用料

専用の
使用区分

場合

4，400円

午後 l時
4，400円

-52寺

午後6時
4，400門

-9 a寺

午前9時ー
8，8001司

午後5時

-専用しない場合

t>一般 l人100円

( 2時間)

t>中学生以下 l人50内

( 2時間)

2日 し尿くみ取り料金検討委員会報告高

齢者学園卒業式(高齢者福祉センター)

3日 3月定例市議会招集日(-23日)

5日 市民と市長の日 上田市心身障害児早

期療育推進事業相談 青木村及び上田市共

有財産組合議会(青木村役場)

7日 上田市除籍管理システム稼動式

9日 3月定例市議会一般質問 (-118)

13日 北陸新幹締沿線自治会等正副会長等対

策委員会

14日 下之郷第4班生活改善センター完成式

16日 上田市婦問述と市長との懇談会

17日 浦里財産区議会(川西支所)

18日 上回創造館運営委員会(同館) 下室

賀財産区議会(下室賀生活改善センター)

19日 上室賀財産区議会(室賀基幹集落セン

タ-

22日

24日

25日

第27回上田市民踊まつり(市民会館)

第2図上岡市国際交流研究委員会

上田駅前広場南北連絡通路完成祝賀式

=2ページ=北陸新幹線軽井沢・長野間

上田市用地l隔杭打式=2ページ= 別所温

泉財産区議会(別所温泉センタ一) 上回

市公害対策審議会

26日 上田市防災会議上田市自治会連合会

定期総会(中央公民館) 上田市産業開発

公社総会(ハニーウェル)

27日 上回地域振興事業団理事会

29日 第4回上田市文芸祭(市民会館)

田市連合婦人会総会(上回創造館)

31日 小泉町生活改善センター竣工式部落

解放同盟上田市協議会大会(中央公民館)

上

水道事業管理者に久保山さん

四
月

一
日
付
け
で
、
水
道
事

業
管
理
者
に
久
保
山
悟
(
さ
と

し

)
8
ん
が
再
任
さ
れ
ま
し
た
。

任
期
は
、
四
月
一
日
か
ら
四
年

間
で
す
。

略
歴
・
・
・
信
州
大
学
工
学
部
卒
業
、

上
回
市
建
設
部
長
、
同
水
道
事

業
管
理
者

16 

市民と市長の日

5月2日(土)
午前9時~正午
市長室(市役所3階)

4. 広範うえ定4.(3) 
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二
月
十
九
日
、
第
九
回
ご
み
モ
ニ

タ
ー
会
議
が
市
役
所
で
行
わ
れ
ま
し

た
。
ご
み
を
減
ら
す
に
は
ど
の
よ
う

に
す
れ
ば
い
い
か
、
ま
た
、
資
源
ご

み
分
別
回
収
の
モ
デ
ル
自
治
会
の
活

動
な
ど
に
つ
い
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
意

見
が
出
ま
し
た
o

A
フ
回
は
、
同
会
議

で
の
討
論
か
ら
、
主
な
部
分
を
紹
介

し
ま
す
。

軒
汁
出
モ
デ
ル
資
源
同
級
を
夫
総
し
て
い

な
い
自
治
会
に
い
る
人
が
資
減
制
収
を
希

叫
し
し
て
い
る
場
合
、
ど
う
し
た
ら
よ
い
で

し
ょ
う
か
。
な
に
か
救
済
方
法
を
考
え
る

必
.
安
が
あ
り
ま
す
ね
。
広
報
に
モ
デ
ル
自

治
会
の
回
収
の
日
穏
や
場
所
な
ど
も
載
せ

て
ほ
し
い
と
岡
山
い
ま
す
。

成

沢

ご

み
の
こ
と
と
な
る
と
、
お
速
道

な
ど
に
比
べ
て
ど
う
し
て
も
関
心
が
簿
く

な
る
傾
向
は
あ
り
ま
す
。
ほ
ん
と
う
は
、

ご
み
も
切
実
な
問
題
な
ん
で
す
け
ど
・
・
・
。

禁
固
い
ず
れ
に
せ
よ
、
分
別
収
集
を
徹

底
す
る
に
は
術
坐
打
治
会
{
れ
れ
治
会
の

j
ご
み
モ
一

一タ
i
会
議
か
ら
j

-市民ごみモニター

井出ハツ江8ん (56..御所)主婦

成沢保子さん (50餓 ・町吉闘)主婦

杉浦正之さん (50歳・みすず台北)

自営纂

堀内幹夫さん (65.・新聞)無職

内回収吉さん (64餓・常望書町)団体

議員

荒弁久子8ん (42.・伊努山)主錫
蓑鎗佳明さん (36.・1ヒ天神町)土

地家屋銅査士

大厳禁枝d-ん (34歳・川辺町)主婦

・消費者団体代表

実関たか子さん (46.・よ沢)主婦・

i出資者の会代表

川端真由美8ん (39.・下組)主婦・

生活クラブ生協代表

・モデル自治会代表

富田i霊子さん (49愈 ・菌野竹)主錫

丸山たかさん (61..緑が丘)主婦
水出伸秀さん (48.・宮崎天神町)自

営書量

会議の出席者

衛
生
部
長
で
情
成
す
る
市
全
体
の
組
織
)

の
訴
処
が
不
可
欠
。
内
治
会
長
さ
ん
は
忙

し
す
ぎ
ま
す
ね
.
そ
れ
と
れ
治
会
へ
の
繍

極
的
な
P
R
が
必
要
で
す
。

杉
浦
資
源
先
却
の
還
元
金
の
こ
と
も
強

調
し
た
ら
ど
う
で
し
ょ
う
か
。

井

出

モ

デ
ル
自
治
会
を
経
験
さ
れ
て
ど

う
で
す
か
。

繰
り
返
し
説
明
会
を

富
田
商
野
竹
で
す
が
、
い
た
だ
い
た
謝

礼
の
ト
万
円
で
全
世
初
に
記
念
タ
オ
ル
を

出されるごみの中には資源がたくさん

【4]

市職員
人事
異動
① 

1
4
月
1
日
付
け

i
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級

マ
建
般
也
畏
ハ
総
監
拐
郡
晶
砂
恵
策
上
回
地
獄
広
威
行
政
'
'

務
総
合
穆
盟
問
局
E
R
〉
原
昌
孝
マ
腹
政
郎
畏
〈
会
計
際
E
R
)

水
島
利
夫
マ
受
通
対
策
局
畏
〈
副
四
・
線
量
民
〉
中
沢
富
彦

マ
総
務
m出
品
智
恵
策
上
田
地
獄
広
獄
行
政
彦
務
組
合
事
務

局
長
(
総
議
課
長
〉
宮
島
照
彦

-
課
長
級

マ
樹
書
課
長
(
監
査
委
員
事
務
局
長
〉
清
水
健
室
ロ
マ

総
務
課
長
〈
庶
慈
課
長
〉
策
弁
鉄
雄
マ
管
財
間
部
長
ハ
高

速
受
通
篠
宮
震
〉
題
之
入
真
マ
市
民
税
個
師
長
ハ
商
工
課
長
〉

小
椋
邦
人
マ
保
健
予
防
課
長
〈
産
院
事
務
長
〉
手
嫁
進

マ
商
工
探
畏
(
市
民
会
館
長
)
山
崎
腹
輿
マ
讐
防
第

二
線
畏
・
爾
部
消
防
e
E
R

〈a
g
防
第
三
際
畏

・
東
北
分

.

圃
震
〉
成
田
則
之
マ
会
計
際
畏
〈
保
健
予
防
線
畏
〉
竹
沢

栄
一
マ
庶
務
標
E
R

〈
図
・
館
畏
〉
内
藤
政
則
マ
監
査

鐙
貫
官
事
務
局
長
〈
農
繁
隻
員
会
事
務
局
畏
〉
藤
減
孝
マ

高
錦
者
福
祉
セ
ン
タ
ー
所
畏
ハ
問
所
長
ゆ
得
V

中
沢
す
み

代
マ
建
築
課
長
ハ
同
課
長
山
山
得
)
婿
場
勝
韓
国
マ
産
院

事
務
長
(
管
理
課
課
長
補
佐
兼
庶
務
係
長
〉
山
上
裕
マ

市
民
会
館
長
ハ
畿
業
蚤
員
会
恵
務
局
局
長
編
佐
築
震
政
係

長
)
織
お
丈
夫
マ
高
速
受
通
際
長
(
高
速
交
通
課
課
長

繍
佐
兼
高
速
道
係
国
民
〉
石
緑
豊
マ
讐
防
第
三
際
畏

・
東

北
分
唇
侵
〈
笹
防
第
二
線
操
畏
繍
佐
・
南
郎
消
防
E
g
副
書

畏
輔
衆
庶
務
係
薗
震
〉
小
出
光
夫
マ
笹
防
第
四
棟
E
R
・
川
西

分
毎
畏
ハ
防
災
際
限
畏
縄
住
・
予
防
際
線
畏
網
佐
嫌
予
防

潤
賓
係
畏
〉
倉
沢
餓
マ
叙
湾
餐
員
会
窃
務
局
的

-m上

田
市
俸
育
協
会
派
遣
ハ
企
画
線
課
長
補
佐
策
州
地
獄
振
興
係

畏
〉
山
浦
新

一
郎
マ
図
書
館
長
ハ
捜
称
稼
課
長
補
佐
兼

振
興
係
長
〉
回
玉
利
貞
マ
寝
業
委
員
会
事
務
局
長
ハ
鰻

綜
課
課
長
鋪
佐
兼
庶
務
係
長
〉
高
徳
章

一

-
謀
長
繍
佐
級

マ
企
画
課
課
長
縛
佐
兼
統
計
係
長
〈
国
保
年
金
課
課
長

繍
佐
兼
保
険
絶
句
係
長
)
間
宮
美
予
乃
マ
福
祉
移
築
セ

ン
タ
ー
所
a
R
鵜
佐
禁
煙
因
穆
業
所
畏
〈
問
所
由
震
情
伺
佐
嫌
西

纏
回
事
鍵
所
長
〉
笠
原
唯
男
マ
労
政
際
線
侵
補
佐
鎌
労

政
係
畏
禁
労
也
福
往
係
E

震
〈
収
税
際
線
畏
綿
佐
兼
収
税
係



配
り
、
残
り
を
老
人
会
の
会
計
に
入
れ
ま

し
た
。
最
初
は
モ
ニ
タ
ー
の
自
治
会
で
の

位
置
づ
け
が
は
っ
き
り
し
て
い
な
く
て
、

活
動
し
に
く
い
而
も
あ
り
ま
し
た
ね
。
連

絡
員
と
し
て
委
総
で
も
し
て
も
ら
え
た
ら

と
岡
崎
い
ま
す
。
で
も
み
ん
な
協
力
的
で
、

閲
覧
も
よ
く
出
し
て
く
れ
ま
し
て
:
。
そ

れ
と
口
こ
み
が
有
効
だ
と
思
い
ま
し
た
。

丸
山

緑
が
丘
で
は
、
回
収
日
が
毎
月
第

三
月
曜
日
と
い
う
こ
と
は
す
っ
か
り
定
析

し
、
今
で
は
何
も
言
わ
な
く
て
も
出
し
て

も
ら
え
ま
す
。
そ
の
月
の
回
収
実
紛
を
プ

リ
ン
ト
に
し
て
全
世
格
に
回
覧
し
、
翌
月

へ
の
励
み
に
し
ま
し
た
。
謝
礼
の
十
万
円

は
、
緑
が
丘
が
「
P
T
A
方
式
」
を
採
っ

た
の
で
、
七
万
円
を
P
T
A
、
三
万
円
を

自
治
会
に
配
分
。
こ
の
四
月
か
ら
は
、
築

総
に
応
じ
て
還
元
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
で
、

み
ん
な
で
が
ん
ば
ろ
う
と
い
う
気
に
な
っ

て
い
ま
す
。

水
出
雨
天
神
町
で
は
、
回
収
日
に
は
担

当
役
員
が
朝
六
時
前
か
ら
番
に
つ
く
と
い

う
こ
と
で
、
大
変
だ
か
ら
ち
う
や
め
よ
う

か
と
い
う
戸
も
出
た
く
ら
い
で
す
。
P
T

A
に
も
協
力
し
て
も
ら
っ
た
の
で
、
十
万

円
の
う
ち
五
万
円
を
還
元
。
毎
月
第
三
水

眼
目
だ
と
い
う
こ
と
を
ち
ら
し
に
し
て
出

し
、
案
内
以
も
毎
月
全
世
幣
に
報
告
し
て
い

お知らせア・弓・ヵ.'L・ト

ま
す
。
な
か
に
は
集
め
に
来
て
く
れ
れ
ば

出
す
‘
な
ど
と
い
、
ユ
ゑ
も
あ
っ
た
り
、
や

は
り
全
員
に
関
心
を
持
っ
て
も
ら
う
の
は

雛
し
い
で
す
ね
。

丸
山

織
か
に
、

一
部
の
人
に
は
ど
う
や

っ
て
ら
関
心
を
持
っ
て
も
ら
え
な
い
と
い

う
問
題
が
あ
り
ま
す
。
回
収
へ
の
参
加
率

を
知
る
た
め
、
回
収
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に
ノ

ー
ト
を
置
き
、
出
し
た
人
に
名
前
を
響
い

て
も
ら
お
う
か
と
も
考
え
ま
し
た
が
・
・
・
。

栗
田

と
に
か
く
資
源
回
収
の
趣
旨
を
強

力
に
ア
ピ
ー
ル
し
て
、
説
明
会
を
繰
り
返

し
て
い
く
し
か
な
い
の
で
は
。

瓶
な
ど
の
回
収
も
早
<

ごみ減量化に拍車を

井
出
わ
た
し
た
ち
モ
ニ
タ
ー
ら
こ
こ
ま

で
勉
強
し
て
き
た
の
で
、
説
明
会
な
ど
に

ど
ん
ど
ん
利
用
し
て
ほ
し
い
で
す
ね
。

場
内
モ
デ
ル
自
治
会
は
、
十
九
と
い
う

数
に
と
ら
わ
れ
ず
前
向
き
に
鉱
大
し
て
ほ

し
い
と
思
い
ま
す
。

川
山
崎

広
報
で
、
モ
デ
ル
自
治
会
の
実
施

方
法
や
、
還
元
金
を
ど
う
使
っ
た
か
な
ど

の
紹
介
を
し
た
ら
ど
う
で
し
ょ
う
か
。

杉
浦
自
治
会
に
対
し
て
、
な
ぜ
そ
う
い

う
め
ん
ど
う
な
こ
と
を
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
の
か
と
い
う
分
別
回
収
の
目
的
を
分

か
っ
て
も
ら
う
ア
プ
ロ
ー
チ
が
震
要
で
す
。

内

田

モ

ニ
タ
ー
に
も
活
動
し
や
す
い
よ

う、

「ご
み
監
視
員
」
と
い
う
よ
う
な
目
印

と
か
腕
蕊
が
ほ
し
い
で
す
ね
。

富
田
燃
や
せ
る
ご
み
の
資
源
回
収
に
と

ど
ま
ら
ず
、
紙
や
缶
の
回
収
も
卒
く
や

っ

て
ほ
し
い
と
い
う
戸
む
あ
り
ま
す
。

成
沢

女
性
の
中
に
も
、
ご
み
問
題
に
対

し
て
関
心
の
薄
い
人
が
多
く
い
ま
す
。
そ

の
よ
う
な
局
へ
の
啓
蒙
も
必
要
で
は
。

荒
井

燃
や
せ
る
ご
み
と
燃
や
せ
な
い
ご

み
の
分
別
す
ら
よ
く
で
き
て
い
ま
せ
ん
ね
。

衰
輔
自
治
会
単
位
で
、

主
紛
対
象
の
ご

み
の
勉
強
会
を
こ
ま
め
に
開
催
し
て
い
っ

た
ら
ど
う
で
し
ょ
う
。

自
治
会
と
も
話
し
合
っ
て

栗
田

ご
み
滅
盆
の
方
策
の

一
つ
と
し
て
、

ト
レ
イ
な
ど
の
コ
ス
ト
が
ど
れ
ほ
ど
高
い

も
の
か
公
表
し
た
ら
ど
う
で
す
か
。
そ
れ

が
そ
の
ま
ま
佃
絡
に
転
隊
さ
れ
て
い
る
こ

と
が
わ
か
れ
ば
、
消
費
者
は
ト
レ
イ
の
な

い
商
品
を
選
ぶ
よ
う
に
な
る
で
し
ょ
う
。

井
出
や
は
り
ご
み
収
集
は
、
有
料
化
の

方
向
で
い
く
し
か
な
い
の
で
は
。

大
薮

説
明
会
に
は
、
モ
デ
ル
自
治
会
の

経
験
者
に
も
説
明
し
て
も
ら

っ
た
ら
、
よ

り
説
得
力
が
婚
す
と
岡
山
い
ま
す
。
そ
れ
と
、

自
治
会
長
と
モ
ニ
タ
ー
の
話
し
合
い
の
場

を
設
け
た
ら
ど
う
で
し
ょ
う
。

丸
山

こ
の
モ
デ
ル
の
資
源
回
収
ち
長
〈

続
け
て
い
け
ば
、
必
ず
み
ん
な
分
か
っ
て

く
れ
ま
す
。
ロ寸
く
全
市
に
拡
大
し
て
い

っ

て
ほ
し
い
で
す
ね
。

匡包囲聞のごみ収集
4月29日休)、5月4日(月)・ 5

日ωは休日のため、業務は休み
となります。あとは通常どおり

の収集業務を行います。一度に

出きず計画的に出しましょう。

・問い合わせ 清掃事務所 ・ク

リーンセンター (ft@0666)

長
)
宮
下
明
彦
マ
由
回
林
繰
線
長
樋
佐
兼
猿
興
係
長
ハ
体

育
指
部
課
長
繍
佐
兼
施
設
係
長
〉
石
包
浮
介
マ
管
理
課
課

長
兼
庶
務
係
長
〈
建
築
指
導
課
課
長
褐
佳
策
指
導
係
長
〉

黒
沢
定
晴
マ
土
木
課
諜
長
繍
佐
築
工
木
第
二
係
長
〈
農

村
整
備
課
課
長
矯
佐
兼
総
合
建
備
係
長
〉
片
山
喜
美
男

マ
土
木
課
課
長
褐
佐
禁
土
木
第
三
係
長
(
工
務
課
課
長
捕

佐
兼
建
設
係
長
〉
水
沢
宏
マ
都
市
計
画
課
課
長
鵜
佐
兼

務
蚕
計
画
係
長
ハ
都
市
開
発
課
課
長
線
佐
兼
再
開
発
係
長
〉

池
内
孝
一
マ
建
築
指
導
課
課
長
編
佐
兼
指
導
係
長
〈
学

校
教
育
課
課
長
碕
佐
兼
学
務
係
長
〉
西
沢
妓
俊
マ
受
通

対
策
課
課
長
禰
佐
禁
受
通
対
策
係
長
〈
福
祉
事
業
セ
ン
タ

ー
所
長
繍
佐
兼
中
湿
田
事
業
所
長
〉
西
入
元
三
郎

マ
業

務
課
課
長
編
佐
兼
営
業
係
長
〈
労
政
課
課
長
補
佐
策
労
政

係
長
〉
笠
原
敏
司
マ
管
財
課
課
長
繍
佐
兼
用
度
運
用
係

長
(
用
度
運
用
係
長
〉
小
綜
久
敏
マ
市
民
税
諜
課
長
繍

佐
兼
市
民
税
第
二
係
長
(
市
民
税
第
二
係
長
〉
富
田
篤

マ
市
民
課
課
長
崎
伺
佐
兼
庶
務
係
長
(
市
民
課
庶
務
係
長
〉

手
嫁
一
彦
マ
国
保
年
金
課
課
長
補
佐
兼
保
険
税
係
長
〈
保

険
税
係
長
〉
長
沢
知
熊
マ
児
童
保
育
課
線
長
繍
佐
兼
包

子
児
意
係
長
(
由
子
児
童
係
長
〉
器
開
山
澄
子
マ
児
童
保

育
課
課
長
補
佐
禁
割
前
児
院
婦
長
ハ
同
婦
長
〉
尾
和
む
つ
み

マ
児
童
保
育
課
課
長
締
佼
兼
東
部
保
奇
箇
由
民
〈
周
恩
長
〉

内
久
狼
嘉
子
マ
児
童
保
育
課
課
長
補
佐
兼
国
分
保
宵
園

長
〈
伺
園
長
)
木
村
佐
和
子
マ
児
童
保
育
諜
課
長
繍
佐

兼
川
辺
保
育
園
長
ハ
ふ
疋
ぱ
保
育
園
長
〉
森
由
美
子
マ
児

童
保
育
課
課
長
補
佐
兼
題
田
北
保
育
園
長
ハ
同
園
長
〉
娼

内
着
手
マ
商
工
課
課
長
縄
住
祭
企
業
立
地
係
長
〈
企
業

立
柏
崎
係
長
)
清
水
恵
経
マ
観
光
諜
課
長
繍
佐
兼
観
光
係

長
〈
観
光
係
長
〉
一
一
一縞
良
博
マ
公
園
管
理
事
務
所
所
長

舗
佐
兼
準
備
係
長
(
同
整
備
係
長
〉
西
山
金
治
マ
痩
称

課
一
睡
院
長
縛
佐
兼
庶
務
係
長
(
清
蝿
同
事
務
所
庶
務
係
長
〉
綜

春
男
マ
農
村
下
水
道
課
課
長
矯
佐
兼
管
理
係
長
〈
農
村

下
水
道
課
管
理
係
長
〉
込
山
祥
治

マ
畿
防
第
一
課
課
長

縛
佐
・
中
央
消
防
署
副
署
長
兼
毅
急
係
長
〈
消
防
部
・
申

央
消
防
署
毅
急
係
長
〉
矢
島
隆
男
マ
総
務
課
課
長
禰
佐
・

消
防
本
郎
総
務
課
採
長
矯
俊
策
総
務
係
長
ハ
消
防
部
・
総

務
係
長
〉
小
称
良
次
マ
工
務
課
課
長
繍
佐
兼
結
氷
係
長

〈
給
水
係
長
〉
小
菅
次
雄

マ
謀
略
会
事
務
局
次
長
補
佐
誼
属

議
事
係
長
〈
議
事
係
長
〉
山
崎
正
幸
マ
体
湾
課
課
長
縄

住
兼
施
般
係
長
ハ
湾
少
年
係
長
)
宮
原
宏
マ
農
業
委
員

会
事
務
局
局
長
禍
佐
兼
農
政
係
長
〈
統
計
係
長
〉
主
屋
一
亮

〈
係
長
級
は
次
口
言
で
紹
介
し
ま
す
〉

16 4. 志報うえだ4.[5] 
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dS除
圃
家
庭
雑
排
水
料
金
が

l

-

圃

5
月
か
ら
改
定
に
f

五
月
一
日
働
か
ら
、
家
庭
雑
排
水

…

収
集
料
金
が
別
表
の
と
お
り
(
消
費

一

税
含
む
)
に
改
定
さ
れ
ま
す
。

こ
れ
は
、
①
平
成
元
年
以
降
料
金

…

が
据
え
置
か
れ
た
こ
と
、
②
そ
の
間

…

の
物
価
と
人
件
費
の
上
昇
率
お
よ
び

…

県
内
他
市
町
村
の
状
況
を
考
癒
し
た

…

こ
と
、
な
ど
を
受
け
て
改
定
す
る
も

一

の
で
す
。
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

…

マ
問
い
合
わ
せ

生
活
環
境
課
(
内

…

線
1
3
8
7
)

…
五
月
に
か
け
て
、
民
生

・
児
童
委
員

…
み

五
月
二
十
日
制
ま
で
に
保
健
子

…

I
l
l
i
-
1
1
1

1
1
1
…
が
証
書
の
回
収
に
伺
い
ま
す
。

…
防
課
(
内
線
1
3
7
6
)
へ

一地

一円一

一

一岬

一

一円
一円
一…

四
月
期
支
払
分
を
受
け
取
ら
れ
て

…

…

一捌

一川一

川
一川
一明

一

一間一

m
一…

い
な
い
か
た
は
、
早
め
に
郵
便
局
で

…

…

・

甲

種

防

火

管

理

者

資

格

取

得

講

習

耳

寸
寸
斗
ー
訂

↓

.
7
寸
」

…
受
給
し
て
く
だ
さ
い
。

…

…

会

…
金

一拍

一円一

一

一川

一

一円
一
円

一…

1
、

一綿
一岬一

ω
一
ω
一附

一

一川
一
叩

一
・
マ
怪
L
合
わ
せ
国
保
年
金
謀
(
内

…

…

マ

と

き

五
月
十
三
日
制

・
十
四

…
鴻

同

同

同

同

E
i
ロ
E
…
線
1
3
6
5
・
1
3
6
6
)

…

臨

…

日
附
午
前
九
時
1

マ
と
こ
ろ

市

叫
一

一

一

一

一
二
一

一

一

一

一

一

日

一

…
同

一

一

一一

一叫
一
金

一日一

一

…

…

室

…

民
会
館

マ
資
格

防
火
管
理
業
務

…
糊

一
1

J

J

一昨
一
酬
一
竺

三

園

健

康

ア

勺

ヴ

教

室

に

今

…

を
行
う
こ
と
の
で
き
る
管
理
的
な
立

…
庭

一七一

一軒
一
前

一川
一
)
一
両
一
三
国

一
J

日
易
こ
あ
る
人

マ
申
し
込
み

五
月

一日一

L
M
F
一山
一

竺

町
「
一

…
闇

参

加

し

ま

せ

ん

か

f

…
7

…
い
ん
引
幽
ま
で
に
予
防
諜
へ

一町
一
利

一↓一↓

一凶
一
極
一
以

一以一

・
1

…

康

…

一応
一山
一件
一
件

一山一

4

一州

一州一

…

何
か
新
し
い
こ
と
し
た
い
と
思
っ

…

健

一

・

危

険

物

取

扱

者

試

験

「
L
h↑
同
医
↑
同
」
が
日
↑
同
」

…
て
い
る
か
た
、
ま
ず
自
分
の
健
康
に

…

…

マ

と

き

六
月
二
十
一
日
制

マ

つ
い
て
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

…

…

種

類
乙
種
四
類
お
よ
び
丙
種

マ

マ
と
き

・
内
容
下
表
の
と
お
り

…

…

申

し

込

み

五
月
六
日
制
ま
で
に
附

属

国

民

年

金

老

齢

福

祉

…

マ
と
こ
ろ
城
南
公
民
館

(中
之

…

…

消
防
試
験
セ
ン
タ
ー
長
野
県
支
部
へ

圃

…
条
四
五
二
)

マ
対
象
市
内
在
住

…

…

郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。
願
書
は
予
防

園

年

金

受

給

者

め

か

た

…

で
四
十
歳
以
上
の
人

マ
受
講
料

…

…

課
に
あ
り
ま
す
。

マ
そ
の
他

準

平
成
三
年
度
よ
り
特
別
証
書
が
廃

…
無
料
。
た
だ
し
、
検
査
料

・
調
理
実

…

…

備
講
習
会
が
次
に
よ
り
行
わ
れ
ま
す
。

…
止
に
な
り
、
証
舎
の
回
収
が
年
二
回

…
習
材
料
費
な
ど
約
二
千
三
百
円
が
必

…

…

・

危

険

物

取

扱

者

試

験

準

備

講

習

会

…
と
な
っ
て
い
ま
す
。
四
月
下
旬
か
ら

…
要

マ
定
員

三
十
人

マ
申
し

込

…

…

マ

と

き

五
月
二
十
八
日
制

マk
、

み
ど
り

可・E亙極圏組匝E藍函図星E

保
護
者
同
伴
で
)

マ
募
集
人
員

百
人

マ
参
加
費

三
百
円
(
大
人
、

子
ど
も
と
も
)

マ
そ
の
他

マ
ラ

ソ
ン
終
了
後
、
表
彰
式
と
バ
ー
ベ
キ

ュ
ー
を
行
い
ま
す
。
参
加
者
に
記
念

品
贈
呈

O
小
雨
決
行

マ
申
し
込
み

四
月
二
十
五
日
印
ま
で
に
森
林
組

合

(
宮
⑫

8
2
6
6
)
へ

広報うえだ4. 【6]

マ
ラ
ソ
ン
に
挑
戦
し
よ
う
/

新
緑
の
中
、
き
わ
や
か
な
森
の
空

気
を
吸
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

マ
と
き

四
月
二
十
九
日
附
午
前

十
時
集
合

マ
と
こ
ろ

別
所
温
泉

森
林
公
園
(
別
所
温
泉
か
ら
車
で
約

十
分
)

マ
コ
ー
ス

同
公
園
か
ら

野
念
ま
で
往
復
約
五
J

マ
参
加
資

格

小
学
生
以
上

(小
・

中
学
生
は

日 時間 内 容

5月27日 9:30-
開講it 健康づくリについての務

⑧ 主午

6月3日 9:30- あなたの体の

⑧ 13:30 状態を鈴衝しましょう

6月10日 13:30-
あなたの体力度は? 食べ方は?

@ 16:00 

6月17日 9:30- 毎日の食事見直してみませんか?
@ 15:00 {綱Il実習}

6月24日 13:30- 』れからの生き方について
@ 16:00 考えましょう

7月l日 13:30-
閉言陣式

⑧ 16:00 

16 4. 
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せ
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星雲月の相談

自主納期のかた、口座振替が便利です-/

圃

『

工

業

統

計

調

査

』

め

…
統
計
課
」
へ

マ
問
い
合
わ
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1期

納期限は4月30日です

今月の納税
固定資産税

都市計画税

相 5炎 日 日 時 会均など
一一- 5月8日(金)

法 tド 相 2炎 13: 30-15: 30 市予約先は生活環

(予約制) 5月22日{金} 役境課(内線1388)
13: 30-15 : 30 所

人権 ・悩みごと相談
5月7B (木) 宮

13:00-16:00 ⑫生活環境ぷI~
5月148(木)

4 

よ地建物相談 1 (南庁舎3附)

13:00-16:00 。
一 。

燥地問地i.f:1J .i炎
5月1日(金) 農業委此会

8 : 30-17 : 00 (本庁舎2階)

1T 政 .fll J炎
5月11日(月)

西武デパー ト
10: 00-15 : 00 

心配 ごと .f:1I，I炎 毎週火1曜日

10: 00-15 : 00 社会福祉協議会

法 rlt 中11 1炎 5月16日(土) E ⑫ 2025 
10: 00-正午

法 rl! 相 2炎 5月20日(水)

(予約制) 13: 30-15: 00 上回商工会議所

保険年金相談
毎週月~金曜日 宮 ⑫ 4500
9 : 00-16 : 00 

1m民 相1 t炎 毎週月~土日長日(午前)

消費生活相賊 9 : 00-16 : 00 
市
生活環境諜

交 通 相 t実
毎週月~金眼目

1支
(南庁舎31;符)

9 : 00-16: 00 
ト一一一 一 所

百少年相談
毎週月~金曜日 青少年相談室

9 : 00-16 : 00 宮⑫ 8080

国主主わぴJ4月|日号の12ページ、「働く婦人の家春の講座受講生募集」の
記事の中で、働〈婦人の家の休館日が r水犠日定休」とあるのを、 「日曜日定

休」 に訂正するとともにおわびします.
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-上原豊樹くん h マ l

( 1歳2か月 ・下郷)

「フチトマトとヨークルト
.ガ大好物。外ガ大鰐きな元

気書です」と由の初怒さん

保健tD砂
保健予防課(内線 1374)

5月の乳幼児健康診査

t>受付時間 いずれも午後1時-2時 t>持ち物

母子健康手帳、パスタオル(4・10か月児)、歯ブラシ

( 1歳6か月児)01歳6か月児は、赤ちゃん手帳の中

にある健康診査票に記入してお持ちください。3歳児

の健康診査票は、 様式が変わりました。また、視聴覚

検査のアンケートも加わりましたので用紙をお送りし

ます。ご記入のうえ健康診査にお出かけください。

図
金はみんなのくい詰詰

保健センター(市役所南斤舎2階)

健 会員人9 実施日 生年 月 日

4 カ為 月
5月7日 3. 12. 16-12. 31 

5月19日 4. 1. 1 -1. 15 

10 か 月
5月12日 3. 6. 16-6. 30 

5月26日 3. 7. 1 -7. 15 

1歳6か月
5月13日 2. 10. 16-10. 31 

5月20日 2. 11. 1 -11. 15 

3 歳
5月14日 5t. 4.1-4.15 

5月258 5t. 4. 16-4. 30 

塩田母子健康センター(塩田地区)

4 か月 1 ____ 1 3.12.16-4.1.15 
1 5月6日 1

10 か月 1 -" -- 1 3. 6 .16- 7 .15 

1歳6か月 I 5月28日 I 2.9.16- 11.15 

川西社会福祉センター(川西地区)

4 か月 I I 3.12.16-4.1.15 

10 か月 I 5月8日 | 3. 6 .16- 7 .15 
1歳6か月 I I 2.10.16- 11.15 

3 歳 I5月22日 I63.12.1-元.5.31 

館
し
一

造

催

一
m…

創

の
一切

岡
月
一
割

上

5
一

-プラネタリウム「こどもの日」特

別投影

5月2日出-5日以抑4日間。時
間は午前11筒、午後1時30分、3時
・親子映画教室

5月3白日、4回目防28筒。時
間は午前10跨、午後己時。内容は「お
lま鎗て山の月』など

・太陽の黒点とプロミネンスを見る

5月4日開、 58ωの2日間。午
前lOB寺と午後1跨30分の2回

市税の完納にご協力を/

市税は、住みよい社会と市民が幸せに暮らせる

社会を築くためのもの。税金や各種の料金などは、

毎年決まった時期に皆さんに都合のよい方法で納

めていただいています。納税組合や協力会に加入

し、完納にご協力ください。

・口座橿嘗を利用しましよう

納税組合や協力会に加入されていないかたや、

忙しいかた、不在がちなかたのために「口座振替

納付制度Jがあります。手続きは市内の金磁機関

や収税諜または国保年金課の窓口でどうぞ。

~納期月 限~I 5 Fl I 6 Fl 
税等の区分....._、 I4 月 目 ~ ... . 一 7月18月 19月 110月111月112月得12月13月

.固定資産税
平 I~ .-.~__::-~-:u ~'U I I期
エ|(都市計画税)
主 |市県民税

産 |軽自動事税

理 |国民健康保険税

等i下水 道
の |受益者負担金
納 :

期

2期 3期 4期

|期 3期 4期

全期

l期 12期 13期 14期 15期 16期 17期 18期 19期

4期

2期

l期 2期 3期

よ
み l納期

国民年金保険料 172|2期 13期 14期 15期 16期 17期 18期 19期 110期 111期 112期

限|:;;B目11;Blt717:;altfltア|11;ァ1112自|122自|2:111)自|32日
納期限

(国民年金)
1/ 1/ /1 

1月29日12月26日
(金) I (金)

1/ 
5月29日
(金)

/1 11 
10月30日

(会}
/1 11 
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